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基礎

(1) written

write の過去分詞は written。be 動詞 + 過去分詞で受動態を作る。

(2) made

make の過去分詞は made。「作られた」という意味で受動態を使う。

(3) spoken

speak の過去分詞は spoken。is spoken で「話されている」という受動態。

(4) are opened

open の過去分詞は opened。複数形だから are を使う。are opened で「開けられる」。

(5) drawn

draw の過去分詞は drawn。was drawn で「描かれた」という過去の受動態。

(6) watered

water の過去分詞は watered。are watered で「水をもらっている」という受動態。

(7) This book was written by the author.

受動態の文。「この本は著者によって書かれた」。be 動詞 + 過去分詞 + by~。

(8) English is spoken in many countries.

受動態の文。「英語は多くの国で話されている」。is spoken で「話されている」。

(9) The homework was given by the teacher.

受動態の文。「宿題は先生によって与えられた」。was given で「与えられた」。

(10) ウ

open の過去分詞は opened。was opened で「開けられた」という受動態。

(11) ウ

use の過去分詞は used。is used で「使われている」という現在の受動態。

(12) ア

受動態で行為者を表すには by を使う。「その歌は歌手によって歌われた」。

(13) ア

「その建物は去年建てられた」。過去形で単数だから was built を使う。

(14) English is taught by a teacher.

能動態の目的語 English が受動態の主語になり、能動態の主語 a teacher が by に続く。

(15) This letter was written by him.

能動態の目的語 this letter が受動態の主語になり、能動態の主語 he が by に続く。
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